
たいという文書が来ておりました。

ロータリークラブの公共のイメージを高める為の、活

動というのが中々難しいところでございますが、この２

月23日この日はロータリーデーということで、文書も来

ておりますので皆さんの気持ちの中に、留めおいて頂け

ればと思っています。

以上、本日の会長あいさつとさせて頂きます。よろし

くお願い致します。

米山奨学金授与�

益子会長より　潘　志飛 様へ

挨　拶� ＲＩ地区ガバナー補佐　曽根　一 氏

皆さんこんにちは。今日はガバナ

ー補佐としてお邪魔しております。

要点だけをお話させて頂きます。

次年度のガバナー補佐が決定した

ということで、皆さんもすでにお聞

き及びかと思いますが帯広西ロータ

リークラブの株式会社岩田代表取締役の大友広明さんに

次年度補佐ということで決定を致しました。解体の現場

などでよく㈱岩田と書いた大きな機械が活躍しておりま

すけど、解体の専門業者というこでございます。

２点目は、現・新、会長・幹事会ということで３月２

日に当ホテルで行う予定であります。今年度の会長・幹

事さんと次年度の会長・幹事さん、11クラブ各４名ずつ

それと歴代ガバナー補佐の皆さんということですね。60

名程が集うことになりますけど、その場で今期の報告と

次年度の計画の発表を頂くことになっておりますので、

よろしくお願いいたします。

３点目、これは皆さんにも大変お世話になっておりま

すＩＭの開催でございます。３月９日当ホテルで行いま

帯広東ロータリークラブ会報
2018-2019年度
帯広東ロータリークラブ
会　　　長 益 子　裕 之
幹　　　事 池 田　　 誠
メディア委員長 加 藤　雄 樹

「前進への挑戦」

■創　立：1984年６月15日　■認証：1984年６月18日　■例会：毎週火曜日 12：30～13：30
■事務局：帯広市西３条南９丁目 帯広経済センタービル４Ｆ ℡0155-25－7347　■会場：ホテル日航ノースランド帯広

第1645回例会
平成31年2月19日㈫　於 ホテル日航ノースランド帯広

Y.Kato

2018-2019 年度　国際ロータリーテーマ

【インスピレーションになろう】
2018-2019 年度国際ロータリー会長

バリー ・ ラシン

ガバナーテーマ

【行動するロータリー、つながるロータリー】
国際ロータリー第 2500 地区 ガバナー

細　川　吉　博

◎起　　　立　� 古川直也 副ＳＡＡ

◎友情の握手　� 古川直也 副ＳＡＡ

◎点　　　鐘� 益子裕之 会　長

◎開 会 宣 言　� 古川直也 副ＳＡＡ

ロータリーソング 　（我等の生業）

◎ゲスト紹介� 益子裕之 会　長

帯広市教育委員会 学校教育部 部長 中野雅弘 様　　

ＲＩ第2500地区第6分区 ガバナー補佐 曽根　一 様　　

米山記念奨学生 潘　志飛 様　　

◎会　　　食

会長挨拶� 益子裕之 会長

皆さんこんばんは。先日の合同

例会の中で、東京の麹町ロータリ

ークラブでのポリオの撲滅運動に

ついての日本の拠点といわれる麹

町ロータリークラブのお話をお聞

きすることが出来ました。なかで

もインドにおける体験談というの

は、私どもにとっては大変貴重なお話だなぁとつくづく

感銘もって聞きました。

話は変わりますが今月の２月の23日、この日は国際ロ

ータリーの創立114年となります。この２月23日を起点

にロータリーデーということで、バリー・ラシン会長よ

り文章が届いております。このロータリーデーというも

のを２月23日の創立の日に合わせて、各クラブで地元の

皆様を巻き込んでロータリークラブをご理解頂ける、そ

して何よりも会員を補強できるような、活動をして頂き

月間テーマ

【平和と紛争予防 /紛争解決月間】



す。私から言うまでもなく内容については充分ご承知の

こととございますが、懇親会はやらないということで成

瀨パストガバナーの講演と和久井フリーアナウンサーの

話を頂戴するということで、計画をしておりますので多

くの方のご参加をお待ち致しております。懇親会がない

ということで若干参加が危ぶまれていたのですが、より

多くの方に参加登録を頂いているということで感謝申し

上げるということでございます。当日どうぞよろしくお

願いいたします。

会務報告�  池田　誠 幹事

◎第６分区ＩＭ（都市連合会）開催のご案内

　日時　平成31年３月９日（土）午後１時～午後５時

　場所　ホテル日航ノースランド帯広

　　＜タイムスケジュール＞

　　　登録受付　　13：00～13：30

　　　開 会 式    13：30～14：00

　　　基調講演    14：00～15：00

　　　　◆ＲＩ第2500地区パストガバナー� 成瀨則之様

　　　特別講演    15：10～16：30

　　　　◆フリーアナウンサー� 和久井薫様

　　　閉 会 式    16：30～17：00

　※尚、帯広東ＲＣは３月12日（火）の繰上げ例会と致します

ニコニコ献金� 親睦活動委員会　山口信博 委員

毅益子会長　気持の良い日が続きま

す。ＩＭも３月９日と近づいてき

ました。皆様宜しくお願いします。

毅加藤（武）副会長　第１回の次年度

　理事・役員・委員会　顔合わせ

が過日あり貴重なご意見を頂きあ

りがとうございました。

毅池田幹事　今年も、宮古島に行って来ました。宮古島

の気温が25℃もあり最高に良かったです。

毅板倉会員　信組ツアーに妻と石川・鎌田さんと参加し、

昨日帰ってきました。

毅石川会員　十勝信組タイゴルフツアーに昨日大変楽し

んで帰ってきました。

毅高田会員　久しぶりの例会出席です。

毅曽根会員　本日は補佐として訪問しております。各ク

ラブを廻ることはとても勉強になっておりますが、本

音を言うと意外にしんどいなぁと言う感じです。もう

少しです。頑張ります。

毅宮前会員　ついに息子に女の子が誕生しました。宮前

琴ちゃんです。

毅髙橋会員　今日は担当例会です。宜しくお願いします。

毅古川会員　本日は潘さんがおこしになっていますが、

来月がご卒業ということで誠におめでとうございます。

名残惜しいですが…。

毅鎌田会員　昨日18日十勝信組ゴルフツアーに参加　夜

は板倉 ･石川会員と３人、部屋で日本酒で宴会を楽し

く大きな声で一夜を久しぶりにカタライました。

プログラム� 十勝ロータリー奨学会

【ゲスト卓話】

テーマ：【帯広市奨学金の実態について】
帯広市教育委員会 学校教育部 部長　中野雅弘 様

帯広市の学校教育部部長をやって

おります中野と申します。どうぞ今

日はよろしくお願い致します。

帯広市の奨学金制度ということで

お招きを頂きました。ロータリーク

ラブの方でも独自に奨学金制度を実

施してらっしゃるというこということで、いろんな形の

奨学金制度があると思います。それぞれ実施している団

体の目的に応じて、いろんな奨学金の仕組みがあるかと

思いますけど、そのような奨学金の層が厚くなってくる

ことによって、それを利用して頂く学生さん達にも選択

肢が広がるというのは、大変いいことだなと思っており

ますので、今日は皆さんの参考になるかどうか分かりま

せんけど、何かお役に立てることがあればと思っていま

すのでよろしくお願い致します。

授業料と入学金等の費用ということで、学校に入りま

して１年目にかかる学費のご説明をしたいと思います。

１年目にかかる学費ということで、国立大学が入学金

と授業料ということで81万８千円、私立大学文化系で

114万３千円、これが理系になりますと150万を越える金

額になります。さらに私立短期大学そして専修学校とそ

れぞれ、100万近い金額が１年目にかかってくるわけで

すけど、国立大学と一番高い私立大学の理系と比べます

と２倍近い授業料になっている状況にあるわけです。

それでは学生生活１年間にかかる生活費はどれくらい

かと、同じ大学生であっても自宅から通う学生と、地元

から離れてアパートや下宿から通う学生では大きくかか

る経費が変わってくるわけです。自宅から通う学生の全

国平均としまして、168万程度の生活費・学費がかかる。

これが自宅外から通う学生になりますと、213万程の生

活費・学費がかかってくるということです。全体の平均

とし186万2千100円という平均値が出ております。この

内訳としては授業料ですとか通学費、こういったものを

含めて学費といわれるものが120万程度、生活費として

66万6千800円全体的に平均でこれ位かかってくるわけで

す。これに対して収入の方をみますと、全国の学生の収

入の平均が197万1千400円となっています。この内訳と

いたしまして、家からの仕送りで120万円程度概ね６割

を占めています、この他に奨学金を受けていらっしゃる

方が平均で40万円これが20％、さらに不足する分をアル

バイトで賄っているというのが平均的な日本の学生の生

活の実体の形となってまいります。

先程お話しした自宅と自宅外差額が45万円程度になっ

てくるわけですけど、月平均約４万位になってくるわけ

です。これが丁度家賃とか食費になって自分で生活して

いく金額に合ってくるのかと思います。１人暮らしを始

めますとアパートの敷金・礼金で20万程度また生活用品

に30万程度、これが一般的に学生の生活にかかる費用の



内容となってまいります。

こうやって見てまいりますとアルバイトなんかをやっ

て、それでも収入が不足する額を賄う選択肢として、奨

学金というのが全体の２割を占めているというとこから

みても、重要な役割を占めているのがわかってくるのか

なと思います。

奨学金とはということで、これは皆様方に改めてご説

明するわけでもありませんけど、この奨学金には大きく

分けまして、貸予型と返済の義務が無い給付型がありま

す。どちらがいいかということになれば、むろん返す必

要がない給付型方が利用者には魅力的であります。給付

型の制度を継続していく上で、どのように財源を確保し

ていくのかというのが大きな課題としてあります。例え

ば貸与型の場合４年生の大学に入った場合は４年間はお

金を借り続けて、卒業や退学を区切りとして、就職して

得られる給料の中から計画的に返済していくことになっ

ております。

奨学金はどこに申し込んで借りることができるのかと

いうことで、奨学金制度を実施しているところは様々ご

ざいます。中でも日本学生支援機構こうした全国組織の

利用者が最も多いのわけであります。例えば帯広市であ

れば帯広市の教育委員会の他、進学する学校法人ですと

か民間企業などでも奨学金を実施しているところがござ

います。十勝でも14市町村が貸与型の奨学金を実施して

おります。この中の２町は給付型も実施しております。

卒業して働いた地域などによっては減免制度のある自治

体もあります。また民間の奨学金制度もございます。帯

広市では利息が発生しない無利子型の奨学金制度を実施

しております。日本学生支援機構が実施している奨学金

制度では、給付奨学金それから利息が発生しない無利息

の第１種それから、利息を払わなければならない第２種

と三種類の奨学金を実施しております。

帯広市の奨学金の内容についてご説明をさせて頂きた

いと思います。帯広市では大学奨学金・専門学校奨学金・

高等学校奨学金、現在は三種類に分けた奨学金をご用意

してございます。大学奨学金でございますが、これは短

期大学も含んでおります。専門学校奨学金というのは２

年以上の専門課程こういったところを対象としておりま

して、高等学校は高専も含んで対象にしております。

応募の資格として、大学・専門学校・高等学校に在学

していること、経済的理由により修学が困難であること、

経済的理由によって修学が困難であることの判断の目安

は、４人世帯で考えますと大体年収が800万以下これが

大学の奨学生の目安にしております。続いて学業が優秀

でかつ身体が健全であること、これは入学してから毎年

成績証明書を提出して頂いて確認をしています。利用す

る時の各奨学金の共通の条件といたしましては、利息が

かからないこと。申し込みは毎年１月から２月にかけて

受付をすると、いうところで今年ももう少しで締め切り

になるわけですけど、今現在募集をしていることでござ

います。

２月の下旬に選考委員会による選考がございまして、

申し込みの時に申請書・所得の証明書類・学校からの推

薦状・小論文こういったものも参考にしており、家庭や

経済的による評価、学校の評価等を判断基準として、人

物の将来性の評価もして決定をしております。

連帯保証人ということで、連帯保証人を２名お願いし

ているわけですが、１名は保護者もう１名は市内にお住

まいの独立して生計を営んでいる方で、２人付けて頂け

る様にお願いしております。

大学生が借りられる大学奨学金というのは、最高額で

月額５万円になり、実際に貸付する時は５万円と３万円

と２万円この３種類の中から選んで頂いております。そ

して卒業した後11年以内が返済の期限となっております。

専門学生が借りられる奨学金は３万円、これも同じく卒

業後11年以内に返還を頂く。高等学校の奨学金は月額

７千円で卒業後７年以内に返還頂く。こういった仕組み

になっております。いずれも対象の枠を設けていますけ

ど、これを上回る応募があっても予算の範囲内であれば、

採用することになっております。

貸し付けにつきましては、将来的に帯広に戻って就職

しなくてはだめですという条件は付けておりません。選

考の結果奨学生と認められましたら、年度の初めの４月

５月分は５月に振り込みまして、それ以降は毎月奨学金

を口座に振り込む運用をしております。卒業後大学院な

どに進学する場合は学生生活の延長になりますので、そ

ういった場合は返還を猶予する扱いでおります。

貸し付けの状況がどうなっているかと、過去５年位の

貸し付けは大学の進学に対して学費ですとか生活費の出

資が多くなりますことから、大学の利用者が多くなって

いるということです。平成30年度はこの５年間で最も少

ない貸し付けの実施ということで、金額でいいますと

480万円、利用人数は自宅外の大学生が８名ということ

でございます。これまでは20名を上回るような形でした

が、平成30年はこれまでに比べても少ないなと思ってお

ります。この原因については中々難しいですけど、日本



学生支援機構の奨学金が充実をしてきた。無利子である

第１種の奨学金の採用要件が緩和されたり、新しく給付

型の奨学金が出来たことなど、こういったことの影響に

よるものでないかと考えております。

高校につきまして、平成22年から授業料が実質的に無

償という状況もございまして、現在は利用者が少ない状

況が続いております。

平成31年度に向けた、新規の申し込みは今のところ９

人決まっており平成30年続いて少ないなということで、

大学生が７名、専門学生が２名となっております。

奨学金を借りていらっしゃる方々の家族の状況ですと

か、収入の状況は年度によって状況にばらつきがござい

ますけれど、５年間の合計でみますと１人親世帯が全体

の４割を占めている状況です。また４人家族の場合でも

兄弟姉妹で奨学金を利用しているケースもありまして、

経済的に厳しい家庭の利用割合が多いと、当然でござい

ますけどこういった傾向がございます。利用者の世帯収

入の状況もありますが、帯広市の奨学金を申し込める要

件として、経済的理由により修学が困難である要件がご

ざいますが、具体的には日本学生支援機構の収入基準を

参考としておりまして、大学・専門学校は800万円以下、

高校では670万円以下が収入の目安となってございます。

５年間の状況でみますと、世帯収入が400万円未満の世

帯が全体の５割とこのような状況になってございます。

帯広市では年間の初期にかかる経済的負担を軽減する

ために、平成31年度から新たに返還が始まる方を対象と

して、段階返還方式というものを選択できるように致し

ました。日本学生支援機構では平成29年度から、所得連

動返還方式というものを導入してございますけどこれを

参考に致しました。所得連動方式というのは課税対象所

得の９％を返還額として、収入の状況に応じて返還をし

ていくという制度でありますけど、これは返還額が決ま

っている分返還の期間が長くなるということになってお

ります。

帯広市の奨学金では、大学生が月額５万円を４年間借

りた場合、１年当り60万ですから４年間で総額240万と

なりますけど、これを９年間で返還するという例を説明

をさせていただきます。これまでは定額方式で毎月同じ

金額を返還して頂く仕組みでした、これでいきますと年

間24万円、月額にして２万円を返済して頂くことになり

ます。新たに今年の４月から導入致します段階返還方式

では、償還期間10年間の前半５年間は年額を19万２千円、

月額にして１万６千円になり少ない額に致しまして、後

半の５年間はその分増えるわけですけど年額28万８千円、

月額２万４千円を返還して頂くという二段階方式の仕組

みを導入いたしました。これによって最初の５年間は、

これまでよりも４千円少なくてすむ、そのかわり後半の

方で給料も上がったときに４千多く返済して頂くと、こ

のような仕組みにしたわけでございます。この他に年払

い・半年払いこういった様な返還もご相談に応じており

ます。返済の途中で返済の方法を変更したいと、こうい

ったご相談にも応じています。奨学生の収入状況に応じ

まして、無理のない返還となるように選択できることが

大事だろうと考えております。

最後になりますけど、奨学金はリレーするのだという

考えかたを元に帯広奨学金はやっております。奨学金は

お金を借りて卒業後に返還して頂く、そうしたお金が次

の世代がお金を借りるための資金となり、またお金が返

還される。こういった様に次から次へと、奨学金の原資

が回っていくという仕組みを今現在帯広市はとってござ

います。従いまして返還される額が滞ることになりまし

たら、次に借りる方の十分な資金を用意できなくなって

しまうということもございます。帯広市の奨学金の貸付

額、これは毎年新規に貸し付けする方と、４年間継続し

て借りていらっしゃる方の金額を合わせたものとして、

現在のところ利用者がそれぞれ自覚をもって頂いて返済

して頂いてるおかげで、貸付額よりも返還の額が上回っ

ている状況で何とか回っているという状況であります。

この奨学金制度は、奨学生が自立して勉強して就職して

ひとり立ちするための制度でございます。奨学生本人が

借りて、奨学生本人が責任を持って返して頂くことで、

制度自体を維持していくことにも繋がっていくことであ

ります。

帯広市の奨学金制度もただいまご説明させて頂いた通

り、最近借りて頂く方が少なくなってきた実体もふまえ

まして、ニーズに合った形での貸し付け内容の見直しも

必要だろうと思っております。そうした中で行政として

どのような形での奨学金が良いのかということ。それか

ら民間で行っている奨学金と役割を分担しながら、実施

していければいいかなと考えてございます。

帯広市の奨学金についての説明は以上でございます。

ご清聴ありがとうございました。

◎閉会宣言� 古川直也 副ＳＡＡ

◎点　　鐘� 益子裕之 会　長

次回プログラム予定� 会員増強・ロータリー情報委員会

　２月26日（火）「ゲスト卓話」

　　　　　　　元帯広市議会議長 嶺野　侑 様

　　　　　　　【十勝の玄関口を知るシリーズ第３弾

“帯広駅の今昔”】

２月13日（水）開催・第1644回会報は、７ＲＣ合同例会の

ため発行はありません


